

























































































ここで､両社の事業 ドメインを､os比較として提起 しておきたい｡図 1では ｢OSと




























4章 多角化領域 としてのインターネッ ト市場
さて､インターネット市場に対 しての考察を与える｡これは前述 した通 り多角化領域
であると考えることができるが､両社は同市場にどのようにして進出したのであろうか｡
図2では両社がインターネット市場に進出する際の方向を示している0

















































































































































































する必要があるが､文章を見る側 (顧客あるいは消費者)には ｢アクロバット リーダ
｣ーが無償で配布されている｡この ｢アクロバット｣のシステムは当初､企業､消費者
ともに受け入れることは少なかったが､｢アクロバット･リーダ ｣ーの配布が多くの場
で行われるようになると事態は一転した｡見る側に ｢アクロバット｣の書式を見ること
が出来る準備があるので､作成する側は ｢アクロバット｣形式の文章を徐々に取り入れ
ていったのである｡結果､今日では多くのパソコンに ｢アクロバット･リーダー｣が出
荷の時から添付されることとなった｡また､重要な点として､｢アクロバット｣は
WindowsでもMacintoshでも滞りなく稼動するソフトウェアであることも認識しておく必
要がある｡
9注6に同じ｡この基調公演ではマイクロソフト社が提唱するDNS (デジタル ･ナーバ
ス ･システム)が主なテーマとなっていた｡しかし､後半ではブリジストン社､ヒュー
レット･パッカード社の導入例を説明する傍ら､本稿で議論している情報家電 (デジタ
ル家電とも言う)との連結性についても紹介されるなど同社の経営戦略を紹介する場面
も多く見受けられた｡
10 ｢情報の同時性と共有の経済｣という概念についでは前出､畑中氏の著作の中で検討
されている｡これは､規模の経済､範囲の経済､時間の経済-と至るプロセスの先､す
なわち経営のフイロンティアに存在する領域である｡本稿でも､コンピュータネットワ
ークを基盤としたインフラがあらゆる家電を包含した状態で一元化されることを言及し
ている｡従って情報の同時性と共有の経済という概念に相当させ得るものであると考え
る｡
